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１ 課題を取り上げた背景

現在、地球温暖化などにより自然環境や環境保全に対する社会的な要請が高まっている中、環境

保全重視の観点からスギなど針葉樹人工林の長伐期施業や二段林などの複層林の造成が提唱されて

います。

当センターとしても、これら社会的要請に対応するためスギ人工林の複層林化造成技術の確立を

目的としてと取り組んで参りました。

津軽地域は、元来ヒバ及び広葉樹の混交林主体の森林地帯でありましたが、国は当時ドイツ林業

を取り入れて、ヒバの皆伐新植を繰り返し行ってきました。

しかしながら、ヒバは他の樹種に比べ生長が遅いことから、生長の早い経済樹種であるスギへの

転換が図られてきました。

このスギ人工林の中には、ヒバ天然稚樹発生が多く見受けられるなど、ヒバの適地でもあること

から、ヒバを利用した高齢級複層林の造成技術を確立するため、相対照度と各種ヒバ苗に着目し考

察しました。

２ 取組の経過

試験地（図-１）は、津軽森林管理署金木支

署管内の袴腰山国有林２１９ろ林小班で、平

成１３年設定当時において、スギ７８年生、

㌶当たり蓄積５３０㎥、平均樹高１９ｍ、平

均径級２６㎝、標高は約１３０ｍと比較的低

い緩傾斜地であり、土壌も弱湿性褐色森林土

という環境にあります。

（１）試験概要

平成１３年に主伐伐採率が５０％、４０

％、２０％となる３プロットを設定し、５

０％及び４０％伐採区については、１伐２

残の列状伐採に一部通常択伐方式を併用し

た伐採の実施、２０％伐採区は、通常択伐

方式とする伐採を実施しました。

また、樹下植栽した苗木はヒバ苗（ポット苗、ポット苗大、挿し木苗、山取苗、実生苗）及び

スギ苗で、平成１４年に各種苗木を植栽し、生長の変化について調査を行いました。

図-１．試験地位置図



（２）植栽苗木

調査のため植栽された各種苗木（表-１）に

ついて、ポット苗は森林総合研究所東北支所

より提供を受け、山取苗は当センターにおい

て採取しました。挿し木苗、実生苗、スギ苗

については、県内の苗木生産業者より購入し

たものを使用しています。

平成１４年の植栽から平成２１年までの各

種苗木の生存本数変化（表-２）については、

５０％伐採区の生存率が９１％、４０％伐採

区で８９％、２０％伐採区は９２％と平均約

９１％の生存率となり、各苗では、ポット苗

９４％、ポット苗大９２％、挿し木苗９５％、

山取苗８６％、実生苗８９％、スギ苗８９％

との結果が得られました。

（３）相対照度

各プロットの照度変化（図-２）について、

伐採前の相対照度５％前後であったものが、

伐採の実施により、５０％伐採区が３０％、

４０％伐採区が２３％、２０％伐採区が１９

％へと大幅に改善が図られました。

しかし、平成２１年の調査では、５０％伐

採区が４０％、４０％伐採区が２６％、２０

％伐採区が１６％となる予想外の結果を示し

ました。

この結果は、測定方法に問題があったと考

えられます。伐採前後の照度測定は、感光フ

ィルムを使用した地上高０．２ｍ地点での測

定、平成２１年は、広葉樹の落葉後にデジタ

ル照度計を使用した地上高１．２ｍ地点での測

定のため、５０％及び４０％伐採区において予

想より高い数値になったものと考えられます。

表-１．各種苗木の詳細

図-２．各プロットの相対照度変化

表-２．各種苗木の生存本数変化



（４）苗木高生長

５０％伐採区（図-３）においては、当初苗

木高が大きかった挿し木苗と実生苗が平成１

８年頃より急速に生長していることから、植

栽時点での苗木の大きさが生長速度に大きく

関係しているものと考えられます。

４０％伐採区（図-４）は、５０％伐採区と

比較して各苗とも生長は約８割程度、当初苗

木高が大きかった挿し木苗と実生苗は５０％

伐採区と同様の生長傾向を示しています。

２０％伐採区（図-５）の苗木高生長におい

ては、５０％伐採区に比べ約６割程度の伸び

でしかありませんでした。

このことから、耐陰性が高いヒバは稚幼樹

の段階より低い相対照度でも生長はしますが、

高い相対照度のもとでは、より良好な生長が

期待できると考えられます。

図-３．５０％伐採区における苗木高生長変化

図-５．２０％伐採区における苗木高生長変化

図-４．４０％伐採区における苗木高生長変化



各苗で見ると、ポット苗（図-６）の場合、

平成１４年植栽時の苗木高が１５㎝程度でし

たが、２２年では約４倍にまで生長をしてお

り、伐採率かつ相対照度が高い伐採区ほど良

好である結果が得られました。

実生苗（図-７）は、植栽時の苗木高６０㎝

のものが２２年では、５０％及び４０％伐採

区において、２．５～３倍にまで生長をして

いますが、２０％伐採区では、相対照度が低

いことも関係しているのか緩慢な生長傾向を

示しています。

また、ポット苗大、挿し木苗、山取苗につ

いてはポット苗と同様の傾向を示していまし

たが、スギ苗については、毎年のようにウサ

ギによる食害のため正確なデータとはなりま

せんでした。

（５）苗木高と枝張りの関係

５０％伐採区における苗木高と枝張りの関

係（図-８）については、大きさが不揃いの苗

木を植栽したこともありますが、初期段階は

上方生長よりも側枝の生長が良いようです。

平成１７年から２２年までのデータを見る

と、先に側枝が一定の生長を行い、その後、

上方生長に移行する傾向が見られました。

４０％伐採区も５０％伐採区と同様の傾向

を示していました。

２０％伐採区（図-９）においては、全体的

に側枝の生長は行っているものの、上方生長

図-６．ポット苗のプロット別苗木高生長変化

図-７．実生苗のプロット別苗木高生長変化

図-８．５０％伐採区の苗木高と枝張りとの関係



はやや横ばい傾向にあることをしめしました。

苗木高（Ｈ）と枝張り（Ｌ）の関係を示す

Ｈ／Ｌ比は、森林総合研究所東北支所糸屋氏

の１９８８年の報告（図-１０）では「Ｈ／Ｌ

が１より小さいとヒバの旺盛な上方生長は望

めない」とされていることからも、ヒバの生

育には枝張りの生長も重要であり、今回の調

査結果も同様のものと考えられます。

３ 調査結果

伐採率が高く相対照度が高いほど、生長が良好である結果が得られました。

各伐採率別に見ても、植栽された苗木高が高いほど上方生長が良好である傾向が見られました。

ヒバは従来から耐陰性が高い樹種とされていますが、適度な伐採で相対照度を改善することによ

り、稚幼樹の段階から良好な生長をするようです。

ポット苗のように、小さい苗木ではある程度の照度が確保されても、良好な生長をするまで長い

育苗期間が必要となります。

苗木高と枝張りとの関係について、相関関係が見られたことから、良好な上方生長の要因の一つ

として、枝張りの生長が影響しているようです。

植栽後、苗木高６０～８０㎝程度に生長するまでは緩慢な傾向を示していますが、適度な照度が

ある程度確保され、苗木高６０～８０㎝を超えた当たりから良好な上方生長をすることが伺えたこ

とから、苗木高６０～８０㎝が上方生長の分岐点になるもと思われます。

４ 考察

ヒバは耐陰性が高いとされています。良好な生長を促すためには、３０％程度の相対照度が確保

される高い伐採率での上木伐採が必要と考えますが、適度な照度が確保されても、小さなポット苗

では苗木高１ｍになるまで１５年程度、さらに照度不足の状況下では２０～３０年かかることが予

想されます。

図-１０．Ｈ／Ｌ比のイメージ

図-９．２０％伐採区の苗木高と枝張りとの関係



このため、伐採率の低い林分は、受光伐を行い相対照度の改善を図ることが重要であると考えま

す。また、低い照度では生長が緩慢である傾向が見られたことから、今後はヒバの特徴でもある伏

条性が発現し、伏条更新してくるものと思われます。

スギ人工林における複層林への誘導については、高い伐採率で照度をある程度確保しつつ、併せ

て植栽する苗木は、より苗木高が高く枝張りを考慮したものを植栽することが重要であると考えま

すが、今後の生長にどのような変化があるのか引き続き調査を行いたいと思います。


